
(57)【要約】

【課題】切粉が微細化され、切粉の排出性に優れるとと

もに、被削材の切刃への溶着が起こり難い、回転切削工

具を提供する。

【解決手段】切刃５を構成する超硬質チップ４をシャン

ク２の一端部に取付ける。切刃をシャンクの径方向内方

の内方部５ａと、その外側の外方部５ｂとで構成する。

外方部の切刃６ａに、丸め加工、チャンファ加工等を施

し、その切削性を鈍化させる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 状 の シ ャ ン ク の 一 端 側 先 端 部 に 超 硬 質 チ ッ プ を 固 着 し 、 前 記 チ ッ プ の 前 記 シ ャ ン ク の 軸
方 向 先 端 部 に 、 前 記 シ ャ ン ク の 中 心 部 側 か ら 径 方 向 外 方 へ 伸 び る 切 刃 を 形 成 し た 回 転 切 削
工 具 に お い て 、 前 記 切 刃 は 、 前 記 シ ャ ン ク の 中 心 部 側 か ら 径 方 向 外 方 所 定 の 位 置 ま で の 内
方 部 と 、 シ ャ ン ク の 径 方 向 に お い て 前 記 内 方 部 の 外 側 に 位 置 す る 外 方 部 と で 構 成 さ れ 、 前
記 切 刃 の 内 方 部 に は 、 前 記 外 方 部 よ り そ の 切 削 性 を 鈍 化 さ せ る 鈍 化 処 理 が 施 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 、 回 転 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 回 転 切 削 工 具 に お い て 、 前 記 切 刃 の 内 方 部 と 外 方 部 と は 、 前 記 シ ャ ン ク の
中 心 軸 線 に 対 す る 角 度 が 異 な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 回 転 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 回 転 切 削 工 具 に お い て 、 前 記 切 刃 の 外 方 部 は 、 前 記 内 方 部 よ り 、 前 記 シ ャ
ン ク の 軸 線 方 向 に お い て 前 記 シ ャ ン ク の 他 端 側 へ 後 退 し た 位 置 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 、 回 転 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 に お い て 、 前 記 切 刃 の 内 方 部 は 、 該 切
刃 を 丸 め る こ と に よ り そ の 切 削 性 が 鈍 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 回 転 切 削 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 に お い て 、 前 記 切 刃 の 内 方 部 は 、 す く
い 面 の う ち の 、 少 な く と も 前 記 内 方 部 か ら 所 定 の 幅 の 範 囲 の 切 刃 側 す く い 面 を 、 該 切 刃 側
す く い 面 と 逃 が し 面 と が 画 成 す る 角 度 が 、 前 記 外 方 部 に お け る す く い 面 と 逃 が し 面 と が 画
成 す る 角 度 よ り 大 き く な る よ う に 、 傾 斜 さ せ る こ と に よ り 、 そ の 鋭 利 性 が 鈍 化 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 回 転 切 削 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 願 発 明 は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 、 Ｃ Ｂ Ｎ 等 超 砥 粒 コ ン パ ク ト か ら な る 超 硬 質 チ ッ プ を 用 い て 切
刃 を 構 成 し た 、 リ ー マ 、 ド リ ル 等 穿 孔 用 回 転 切 削 工 具 に 関 し 、 さ ら に 詳 細 に 言 え ば 、 穿 孔
の 際 に 生 じ る 切 粉 す な わ ち 切 屑 が 微 細 化 さ れ 、 且 つ 切 粉 の 工 具 切 刃 へ の 溶 着 が 起 こ り 難 い
回 転 切 削 工 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ダ イ ヤ モ ン ド 或 は Ｃ Ｂ Ｎ コ ン パ ク ト か ら な る 超 硬 質 チ ッ プ を 用 い て 切 刃 を 構 成 し た 工 具 は
、 こ れ ら コ ン パ ク ト の 硬 度 が 高 く 、 ま た 切 刃 へ の 被 削 材 の 溶 着 が 起 こ り 難 い の で 、 特 に 高
能 率 を 要 求 さ れ る 切 削 加 工 に 広 く 使 用 さ れ て い る 。 し か し こ の 工 具 は 切 削 性 に 優 れ る と こ
ろ か ら 連 続 し た 長 い 切 粉 が 発 生 す る た め に 、 リ ー マ 、 ド リ ル 等 の 穿 孔 用 工 具 で は 切 粉 の 排
出 が 困 難 に な り 、 切 粉 に よ り 被 削 材 の 被 加 工 面 に 傷 が 付 け ら れ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ に 対 処 す る も の と し て 、 工 具 の 切 刃 に 丸 め 処 理 を 施 し 、 切 刃 の 鋭 利 性 す な わ ち 切 削 性
を 若 干 落 と し 、 こ れ に よ り 切 粉 の 微 細 化 を 図 る 技 術 が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 丸 め 処 理 を
施 す と 切 削 抵 抗 が 増 大 し 、 こ れ に よ り 切 粉 が 切 刃 へ 溶 着 し 易 く な り 、 こ の 溶 着 し た 切 粉 に
よ り 被 削 材 が 傷 付 け ら れ る 場 合 が 生 じ る 。 特 に 切 刃 の 径 方 向 外 側 端 部 は 孔 の 内 周 面 を 形 成
す る 部 分 で あ り 、 こ の 部 分 に 切 粉 が 溶 着 す る と 、 切 削 し た 孔 の 内 周 面 を 傷 付 け る ば か り で
な く 、 寸 法 精 度 に も 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 願 発 明 は 上 記 従 来 技 術 に お け る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 本 願 発 明 は 、 切 粉
が 微 細 化 し て そ の 排 出 が 容 易 で あ り 、 且 つ 切 粉 の 工 具 切 刃 へ の 溶 着 が 起 こ り 難 い 回 転 切 削
工 具 を 提 供 す る こ と を そ の 課 題 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 回 転 切 削 工 具 は 、 軸 状 の シ ャ ン ク の 一 端 側 先 端
部 に 超 硬 質 チ ッ プ を 固 着 し 、 こ の チ ッ プ の 、 シ ャ ン ク の 軸 方 向 先 端 部 に 、 シ ャ ン ク の 中 心
部 側 か ら 径 方 向 外 方 へ 伸 び る 切 刃 を 形 成 し 、 こ の 切 刃 を 、 シ ャ ン ク の 中 心 部 側 か ら 径 方 向
外 方 所 定 の 位 置 ま で の 内 方 部 と 、 シ ャ ン ク の 径 方 向 に お い て こ の 内 方 部 の 外 側 に 位 置 す る
外 方 部 と で 構 成 す る 。 そ し て 、 切 刃 の 内 方 部 に 、 外 方 部 の 切 刃 よ り そ の 切 削 性 を 鈍 化 さ せ
る 鈍 化 処 理 を 施 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
あ る 実 施 の 形 態 で は 、 切 刃 の 内 方 部 と 外 方 部 と は 、 シ ャ ン ク の 中 心 軸 線 に 対 す る 角 度 が 異
な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
他 の 実 施 の 形 態 で は 、 切 刃 の 外 方 部 は 、 内 方 部 よ り 、 シ ャ ン ク の 軸 線 方 向 に お い て シ ャ ン
ク の 他 端 側 へ 後 退 し た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
他 の 実 施 の 形 態 で は 、 切 刃 の 内 方 部 は 、 該 切 刃 を 丸 め る こ と に よ り そ の 切 削 性 が 鈍 化 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 他 の 実 施 の 形 態 で は 、 切 刃 の 内 方 部 は 、 す く い 面 の 内 の 、 少 な く と も 切 刃 の 内 方 部
か ら 所 定 の 幅 の 範 囲 の 切 刃 側 す く い 面 を 、 該 切 刃 側 す く い 面 と 逃 が し 面 と が 画 成 す る 角 度
が 、 外 方 部 に お け る す く い 面 と 逃 が し 面 と が 画 成 す る 角 度 よ り 大 き く な る よ う に 、 傾 斜 さ
せ る こ と に よ り 、 そ の 鋭 利 性 が 鈍 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 願 発 明 の 範 囲 は 、 以 下 に 説 明 さ れ る 実 施 の
形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ は 本 願 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 切 削 工 具 、 具 体 的 に は リ ー マ １ を 示 す 図 で
あ り 、 （ イ ） は 部 分 正 面 図 、 （ ロ ） は そ の 側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 図 １ （ イ ） に お け
る Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 に お い て 、 符 号 ２ は 螺 旋 状 の 切 粉 排 出 溝 ３ を 備 え た 軸 状 の シ ャ ン ク で あ り 、 そ の 一 端 側
先 端 部 に は ダ イ ヤ モ ン ド コ ン パ ク ト 或 い は Ｃ Ｂ Ｎ コ ン パ ク ト 等 か ら な る 超 硬 質 チ ッ プ ４ が
固 着 さ れ 、 切 刃 ５ を 構 成 し て い る 。 切 刃 ５ は シ ャ ン ク ２ の 中 心 部 か ら 径 方 向 外 方 へ 、 図 示
の 通 り 斜 め に 延 び て 形 成 さ れ て い る 。 以 上 の 構 成 は 公 知 で あ り 、 チ ッ プ ４ の 形 状 も 特 に 図
示 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 シ ャ ン ク ２ の 中 心 部 側 か ら 径 方 向 外 方 へ 伸 び る 切 刃
５ が 形 成 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 の 形 態 で の リ ー マ １ の 切 刃 ５ は 、 シ ャ ン ク ２ の 中 心 部 側 か ら 径 方 向 外 方 所 定 の 距 離
ま で の 内 方 部 ５ ａ と 、 そ の 径 方 向 外 側 の 外 方 部 ５ ｂ と か ら 構 成 さ れ る 。 本 実 施 の 形 態 で は
、 切 刃 ５ の 内 方 部 ５ ａ と 外 方 部 ５ ｂ と は 連 続 し て 直 線 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 内 方 部 ５ ａ
と 外 方 部 ５ ｂ と で は そ の 状 態 或 い は 構 成 が 異 な る 。 す な わ ち 、 外 方 部 ５ ｂ は き わ め て 鋭 い
エ ッ ジ 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 内 方 部 ５ ａ に つ い て は 図 ２ に 斜 線 を 施 し た 部 分 に お い て 、
そ の 切 刃 ５ ａ の 鋭 利 性 を 鈍 化 さ せ る 鈍 化 処 理 が 施 さ れ て い る 。 こ れ に つ い て 図 ３ を 参 照 し
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ は 図 ２ の Ｂ ― Ｂ 線 で の 断 面 端 面 図 で あ る 。 符 号 ７ は す く い 面 、 ８ は 逃 が し 面 で あ る 。
図 に 示 さ れ る よ う に 、 切 刃 ５ の 内 方 部 ５ ａ に は 丸 め 処 理 が 施 さ れ 、 こ れ に よ り 、 破 線 で 示
さ れ る 外 方 部 ５ ｂ に 比 し て 、 そ の 鋭 利 性 が 鈍 化 さ れ て い る 。 こ の 丸 め 処 理 は 、 例 え ば ホ ー
ニ ン グ を 利 用 し た Ｒ 加 工 に よ り 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う に 切 刃 ５ は 、 そ の 内 方 部 ５ ａ が 丸 め ら れ て 鋭 利 性 が 鈍 化 さ れ 、 外 方 部 ５ ｂ に お い
て は 鋭 い エ ッ ジ の 状 態 と な っ て お り 、 こ の 構 成 を 備 え た リ ー マ １ で 穿 孔 加 工 を す る と 、 内
方 部 ５ ａ の 作 用 に よ り 切 粉 が 微 細 化 さ れ 、 長 い 連 続 し た も の と は な ら ず 、 切 粉 の 排 出 が き
わ め て 容 易 と な る 。 ま た こ れ に よ り 、 切 粉 に よ り 被 削 材 を 傷 付 け る こ と が な く な る 。 一 方
、 外 方 部 ５ ｂ は 鋭 い エ ッ ジ に 形 成 さ れ て お り 、 高 い 切 削 性 を 有 す る の で 、 こ の 部 分 に 切 粉
が 溶 着 す る こ と が な い 。 従 っ て 、 所 望 通 り の 加 工 精 度 を 得 る こ と が で き る と と も に 、 溶 着
物 に よ り 被 削 材 を 傷 付 け る こ と も な い 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 切 粉 の 排 出 溝 ３ が 螺 旋 状 に 形
成 さ れ て お り 、 こ の 構 成 も 切 粉 の 排 出 を 容 易 に す る 点 で 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 超 硬 質 チ ッ プ ４ は 、 非 鉄 系 金 属 、 樹 脂 等 の 切 削 に は ダ イ ヤ モ ン ド コ ン パ ク ト が 、 鉄
系 の 切 削 に は Ｃ Ｂ Ｎ コ ン パ ク ト が 適 し て い る 。 ま た 各 部 寸 法 は リ ー マ １ の 仕 様 に 応 じ て 適
宜 定 め る こ と が で き る が 、 外 方 部 ５ ｂ の エ ッ ジ の 断 面 の 半 径 Ｒ は ２ ０ μ ｍ 以 下 、 好 ま し く
は １ ０ μ ｍ 以 下 が 望 ま し い 。 ま た こ の 外 方 部 ５ ｂ の 長 さ Ｌ （ 図 ２ 参 照 ） は ０ ． １ 乃 至 ０ ．
５ ｍ ｍ が 望 ま し い 。 ま た 、 内 方 部 ５ ａ の 丸 め 部 分 の 半 径 は ２ ０ μ ｍ 乃 至 １ ０ ０ μ ｍ 、 好 ま
し く は ３ ０ 乃 至 ５ ０ μ ｍ が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 内 方 部 ５ ａ の 鈍 化 は そ の 内 方 部 ５ ａ を 丸 め る こ と に よ り 行 わ れ た
が 、 鈍 化 処 理 は こ の 方 法 に 限 定 さ れ な い 。 図 ４ は 、 他 の 方 法 に よ り 内 方 部 ５ ａ を 鈍 化 さ せ
た 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 上 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で の 図 ３ に 対 応 す る 図 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で の Ｒ 加 工 に 代 わ っ て チ ャ ン フ ァ 加 工 が 施
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 例 え ば 図 ２ で 斜 線 で 示 し た 部 分 の よ う な 、 す く い 面 ７ の う ち の 切
刃 ６ ａ か ら 所 定 の 幅 の 範 囲 で あ る 切 刃 側 す く い 面 ７ ａ が 、 す く い 面 ７ の 残 余 の 部 分 に 対 し
て 図 示 の 通 り 所 定 の 角 度 で 傾 斜 し て 形 成 さ れ 、 切 刃 側 す く い 面 ７ ａ と 逃 が し 面 ８ と の 間 で
画 成 す る 角 度 が 、 図 中 点 線 で 示 さ れ た 如 く 、 外 方 部 ６ に お い て す く い 面 ７ と 逃 が し 面 ８ と
の 間 に 画 成 さ れ る 角 度 よ り 大 き く な っ て お り 、 こ れ に よ り 内 方 部 ５ ａ が 外 方 部 ５ ｂ に 比 し
て そ の 切 削 性 が 鈍 化 さ れ て い る 。 な お 、 切 刃 側 す く い 面 ７ ａ の 寸 法 は リ ー マ の 仕 様 に よ り
適 宜 定 め 得 る が 、 図 ４ に お け る 幅 Ｍ は ５ ０ 乃 至 ２ ０ ０ μ ｍ 、 角 度 α は ５ 乃 至 ２ ５ 度 が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ５ は 第 ３ の 実 施 の 態 様 に 係 る リ ー マ ３ １ を 示 す 図 で 、 （ イ ） は 部 分 正 面 図 で あ り 、 （ ロ
） は （ イ ） で の Ｃ 部 の 拡 大 図 で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ ３ １ は 、 シ ャ ン ク ３ ２
の 先 端 が 平 ら な 平 頭 型 で あ り 、 ま た 切 粉 排 出 溝 ３ ３ が シ ャ ン ク ３ ２ の 軸 線 方 向 に 真 っ 直 ぐ
伸 び る タ イ プ で あ る 。 そ の 先 端 に 取 付 け ら れ る チ ッ プ ３ ４ の 形 状 は 、 前 述 の 第 １ 及 び 第 ２
の 実 施 の 形 態 の も の と 異 な り 、 先 端 中 心 側 が 平 ら で 、 外 方 側 が 傾 斜 状 に な り 、 こ の 傾 斜 部
分 が 切 刃 ３ ５ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 の （ ロ ） を 参 照 す る と 、 切 刃 ３ ５ は 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 例 と 同 様 に 連 続 し た 形 と な っ て
い る が 、 本 実 施 の 形 態 で の 特 徴 は 、 切 刃 ３ ５ の 内 方 部 ３ ５ ａ に 対 し て 外 方 部 ３ ５ ｂ が 所 定
の 角 度 で 傾 斜 し て い る 。 す な わ ち 、 シ ャ ン ク ３ ２ の 軸 線 に 対 す る 、 内 方 部 ３ ５ ａ と 外 方 部
３ ５ ｂ の 傾 き 角 が 異 な り 、 外 方 部 ３ ５ ｂ と シ ャ ン ク ３ ２ の 軸 線 と が 挟 む 角 度 の 方 が 小 さ く
な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 （ ロ ） 中 に お い て 斜 線 を 施 し た 部 分 は 、 切 刃 ３ ６ の う ち の 内 方 部 ３ ６ ａ の 切 削 性 を 鈍 化
さ せ る た め の 鈍 化 処 理 を 施 し て あ る 部 分 で あ る 。 こ の 鈍 化 処 理 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説
明 し た 方 法 と 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 方 法 と の い ず れ で あ っ て も 良 く 、 そ の 際 の 各
部 寸 法 は 所 望 に 応 じ て 適 宜 決 定 す る こ と が で き る 。 外 方 部 ３ ５ ｂ は 勿 論 内 方 部 ３ ５ ａ よ り
鋭 い エ ッ ジ 状 に 形 成 さ れ て お り 、 切 削 性 に 優 れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 が 第 １ 、

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-17238 A 2004.1.22



第 ２ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 主 た る 点 は 、 内 方 部 ３ ５ ａ と 外 方 部 ３ ５ ｂ と が そ れ ぞ れ シ ャ ン
ク ３ ２ の 軸 線 に 対 す る 角 度 が 異 な る 点 で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 上 述 の 如 く 内 方 部 ３
５ ａ と 外 方 部 ３ ５ ｂ と が 角 度 を 変 え て 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 形 状 の 形 成 は 比 較 的 に 容 易
に 行 う こ と が で き 、 製 造 コ ス ト は 高 く な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ６ は 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ ４ １ を 示 す 図 で 、 （ イ ） は 部 分 正 面 図 、 （ ロ ） は （
イ ） の 符 号 Ｄ 部 の 拡 大 図 で あ る 。 こ の リ ー マ ４ １ の シ ャ ン ク ４ ２ は 第 １ 、 第 ２ の 実 施 の 形
態 で の そ れ と 同 様 に 尖 頭 型 で あ る が 、 そ の 切 粉 排 出 溝 ４ ３ は 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 じ く 、
直 線 型 で あ る 。 そ し て 、 チ ッ プ ４ ４ の 形 状 は 概 略 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 の そ れ と 同 じ
で あ る が 、 切 刃 ４ ５ の 形 状 は 第 ３ の 実 施 の 形 態 の そ れ に 似 て お り 、 内 方 部 ４ ５ ａ に 対 し て
外 方 部 ４ ５ ｂ が 所 定 の 角 度 で 傾 斜 し て お り 、 す な わ ち 、 そ れ ぞ れ の 部 分 の シ ャ ン ク ４ ２ の
軸 線 に 対 す る 傾 き 角 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ７ は 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ ５ １ を 示 す 部 分 正 面 図 で あ る 。 こ の リ ー マ ５ １ は そ
の 切 粉 排 出 溝 ５ ３ が 螺 旋 状 に 形 成 さ れ て い る 以 外 は 、 図 ５ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。 図
中 符 号 Ｅ で 示 さ れ た 部 分 の 詳 細 も 、 図 ５ の （ ロ ） に 示 さ れ た も の と 同 じ で 良 い の で 、 そ の
図 示 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ８ は 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ ６ １ を 示 す 部 分 正 面 図 で あ る 。 こ の リ ー マ ６ １ は そ
の 切 粉 排 出 溝 ６ ３ が 螺 旋 状 に 形 成 さ れ て い る 以 外 は 、 図 ６ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。 図
中 符 号 Ｆ で 示 さ れ た 部 分 の 詳 細 も 、 図 ６ の （ ロ ） に 示 さ れ た も の と 同 じ で 良 い の で 、 そ の
図 示 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ９ は 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ ７ １ を 示 す 図 で 、 （ イ ） は 部 分 正 面 図 、 （ ロ ） は （
イ ） の 符 号 Ｇ で 示 さ れ る 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、 切 刃 ７ ５ の 内 方
部 ７ ５ ａ と 外 方 部 ７ ５ ｂ と が 連 続 し て 形 成 さ れ て い な い 点 で あ る 。 す な わ ち 、 外 方 部 ７ ５
ｂ は 、 内 方 部 ７ ５ ａ に 対 し て 、 シ ャ ン ク ７ ２ の 軸 線 方 向 に お い て 後 退 し た 、 す な わ ち シ ャ
ン ク ７ ２ の チ ッ プ ７ ４ の 取 付 け ら れ た 一 端 側 か ら 遠 ざ か る 方 向 に 、 内 方 部 ７ ５ ａ か ら 所 定
の 距 離 を 隔 て て 形 成 さ れ て い る 。 内 方 部 ７ ５ ａ と 外 方 部 ７ ５ ｂ と の シ ャ ン ク ７ ２ の 軸 線 に
対 す る 傾 き は 本 実 施 の 形 態 で は 同 じ と し て あ る が 、 こ れ に 限 定 は さ れ な い 。 な お 図 の （ ロ
） に お い て 斜 線 を 施 し た 内 方 部 ７ ５ ａ の 鈍 化 処 理 部 分 は 、 前 述 し た 図 ３ 、 ４ に 示 し た い ず
れ か の 処 理 が 施 し て あ る 。 ま た 、 図 （ ロ ） か ら 明 ら か な と お り 、 外 方 部 ７ ５ ｂ の シ ャ ン ク
７ ２ の 径 方 向 内 側 端 部 に 隣 接 し た 部 分 に お い て 、 逃 げ ７ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 切 粉
の 排 出 溝 ７ ３ は 直 線 型 で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 外 方 部 ７ ５ ｂ の 長 さ Ｌ 或 い は Ｌ ‘ の
寸 法 を 正 確 に 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ ０ は 第 ８ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ ８ １ を 示 す 図 で 、 （ イ ） は 部 分 正 面 図 、 （ ロ ） は
（ イ ） の 符 号 Ｈ で 示 す 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。 こ の リ ー マ ８ １ を 第 ７ の 実 施 の 形 態 と 比 較 す
る と 、 シ ャ ン ク ８ ２ が 先 頭 型 で あ る こ と 、 内 方 部 ８ ５ ａ と 外 方 部 ８ ５ ｂ の 傾 き 角 度 が 第 ７
の 例 と 異 な る 点 を 除 き 、 第 ７ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ １ と １ ２ は そ れ ぞ れ 第 ９ 及 び １ ０ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で 、 図 ９ 、 １ ０ の 例 に そ れ ぞ
れ 対 応 し て 示 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 、 切 粉 の 排 出 溝 ９ ３ 、 １ ０ ３ が 螺 旋 型 で あ り 、 外 方 部
９ ５ ｂ 、 １ ０ ５ ｂ の 内 側 端 部 に 隣 接 し て 逃 が し が 形 成 さ れ て い な い 点 で 、 図 ９ 、 １ ０ の 例
と 異 な る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ ３ は 、 さ ら に 第 １ １ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ １ １ １ を 示 す 図 で あ り 、 シ ャ ン ク １ １
２ の 先 端 部 の 、 チ ッ プ １ １ ４ を 取 付 け た 部 分 の み を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。 こ の 実 施 の 形
態 の 特 徴 は 、 チ ッ プ １ １ ４ と し て 、 内 側 チ ッ プ １ １ ４ ａ と １ １ ４ ｂ の 二 つ が 図 示 の ご と く
取 付 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 、 シ ャ ン ク １ １ ２ の 径 方 向 内 側 と 外 側 に 位 置 す る 内 側 切 刃 １ １ ５ と
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外 側 切 刃 １ １ ６ と を 構 成 し て い る 点 で あ る 。 図 示 の 通 り 、 内 側 切 刃 １ １ ５ と 外 側 切 刃 １ １
６ の い ず れ も 、 シ ャ ン ク １ １ ２ の 径 方 向 中 心 部 側 か ら 外 方 へ 延 び る 切 刃 と な っ て い る 。 外
側 切 刃 １ １ ６ は 内 側 切 刃 １ １ ５ に 対 し て 、 シ ャ ン ク １ １ ２ の 先 端 か ら 遠 ざ か る 方 向 に 所 定
の 距 離 だ け 離 れ て 形 成 さ れ て い る 。
内 側 切 刃 １ １ ５ と 外 側 切 刃 １ １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 前 述 し た 第 ７ 乃 至 第 １ ０ の 実 施 の 形 態 で の
切 刃 の 構 成 と 同 様 の 構 成 を し て お り 、 シ ャ ン ク １ １ ２ の 軸 方 向 で 所 定 の 距 離 だ け 離 れ て 配
置 さ れ た 、 内 方 部 １ １ ５ ａ 、 １ １ ６ ａ と 、 外 方 部 １ １ ５ ｂ 、 １ １ ６ ｂ と で 構 成 さ れ て お り
、 内 方 部 １ １ ５ ａ 、 １ １ ６ ａ に は 前 述 し た 鈍 化 処 理 が 施 さ れ 、 そ の 切 削 性 が そ れ ぞ れ 外 方
部 １ １ ５ ｂ 、 １ １ ６ ｂ に 対 し て 若 干 劣 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、 例 え
ば 径 の 異 な る 二 段 に 形 成 さ れ る 孔 を 同 時 に 加 工 す る 場 合 な ど に 適 用 す る と き わ め て 好 都 合
で あ る 。
な お 、 上 記 の 説 明 に お い て は 回 転 切 削 工 具 と し て リ ー マ を 例 と し て 説 明 し た が 、 上 記 し た
各 構 成 は 例 え ば ド リ ル 等 他 の 回 転 切 削 工 具 に も 適 用 可 能 で あ る 。 そ の 際 に 、 各 工 具 に 適 応
す る よ う に 、 上 述 し た 各 構 成 に 、 本 願 発 明 の 技 術 的 本 質 を 維 持 し た ま ま 、 改 変 を 加 え る こ
と は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 の 通 り 、 本 願 発 明 に お い て は 、 超 硬 質 チ ッ プ に よ り 形 成 し た 切 刃 を 、 シ ャ ン ク の 径 方
向 で 見 て 内 方 の 内 方 部 と 、 外 側 の 外 方 部 と で 構 成 し 、 内 方 部 の 切 刃 に 丸 め 加 工 そ の 他 の 加
工 を 施 す こ と に よ り 、 そ の 切 削 性 を 鈍 化 し た 。 し た が っ て 、 そ の 内 方 部 の 作 用 に よ り 切 粉
は 微 細 化 さ れ る 。 し た が っ て 、 切 粉 の 排 出 性 に 優 れ 、 切 粉 に よ り 被 削 材 が 傷 付 け ら れ る こ
と が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 外 方 部 の 切 刃 は 鋭 い エ ッ ジ 状 態 が 維 持 さ れ 、 そ の 切 削 性 が 維 持 さ
れ て い る の で 、 切 刃 に 被 削 物 が 溶 着 す る こ と が 防 止 さ れ 、 溶 着 物 に よ り 被 削 材 が 傷 付 け ら
れ る こ と は な く 、 加 工 寸 法 精 度 も 優 れ た も の と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 回 転 切 削 工 具 、 リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 切 刃 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 線 で の 断 面 端 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で 、 第 １ の 形 態 の 図 ３ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ８ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ９ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 １ ０ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 １ １ の 実 施 の 形 態 に 係 る リ ー マ を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 回 転 切 削 工 具
２ 　 シ ャ ン ク
３ 　 切 粉 排 出 溝
４ 　 超 硬 質 チ ッ プ
５ 　 切 刃
５ ａ 　 内 方 部 切 刃
５ ｂ 　 外 方 部 切 刃
７ 　 す く い 面
８ 　 逃 が し 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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